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不
調
で
休
ん
で
い
る
間
は
健
康
保
険
か
ら

傷
病
手
当
金
が
出
ま
す
が
、
出
勤
す
る
」
一

「報
酬
と
の
調
整
」
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

先
行
的
に
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
を
導
入
し
た
！

会
社
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
は

「業
務
の

た
め
で
は
な
く
、
職
場
の
環
境
に
な
じ
む
．

た
め
に
出
社
を
認
め
る
期
間
」
で
あ
る
と

整
理
し
て
い
ま
す

出
社
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
一‐最
初
一

は

「交
通
機
関
を
利
用
し
て
会
社
ま
で
往

復
し
て
み
る
」
、
次
は

「
社
内
の
自
分
の

席
に
座

っ
て
自
由
な
時
間
を
過
ご
す
」
、
．

そ
れ
か
ら

「徐
々
に
在
社
時
間
を
延
ば
し

て
い
く
」
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と

で
、
復
職
時
の

「
心
理
的
摩
擦
」
を
軽
減

し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。　
　
　
　
　
一

１
審
で
は
、
こ
う
し
た
企
業
の
実
情
に
一

合
わ
せ
る
形
で
、
リ
ハ
ビ
リ
期
間
は

「職

場
復
帰
が
可
能
か
判
断
す
る
た
め
の
期
間
」

で
あ
り
、
賃
金
の
支
払
義
務
は
な
い
と
判

示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
裁
は
最
賃
相

当
額
の
支
払
い
を
命
じ
て
い
ま
す
。

問
題
と
な

っ
た
の
は
、
放
送
局
の
職
員

が

「
上
司
の
指
示
に
従
い
ニ
ュ
ー
ス
を
作

り
、
放
送
を
し
て
い
た
」
点
で
す
。
「
仕

事
が
で
き
る
状
態
な
の
か
ど
う
か
、
試
し

に
商
品
を
作

っ
て
み
て
」
と
い
っ
て
お
き

な
が
ら
、
そ
れ
を
店
頭
で
売

っ
て
い
た
の

と
同
じ
よ
う
な
行
為
で
す
。

労
務
能
力
が
１
０
０
％
ま
で
回
復
し
て

い
な
く
て
も
、　
一
部
で
も
業
務
に
従
事
さ

せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
の
発

令
を
解
き
、
通
常
出
勤
に
切
り
替
え
る
の

が
、
「
石
橋
を
た
た
い
て
渡
る
」
対
応
と

い
え
そ
う
で
す
。
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歩合給と残業

鋼
登
招
鶴
群
る

質

目

目

囲

割
増
賃
金
等
の
適
用
対
象
外
と
な
る

労
働
者
は
、
労
基
法
第
４．
条
に
列
挙
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
農
業
、
畜
産

・
水
産
業
の
従
事
者

②
管
理
監
督
者
等

③
監
視
断
続
労
働
従
事
者

こ
れ
以
外
の
労
働
者
が
法
定
労
働
時

間
を
超
え
て
働
い
た
と
き
は
、
割
増
賃

金
の
支
払
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
み

な
し
労
働
時
間
制
の
対
象
者
で
、
み
な

し
時
間
が
法
定
労
働
時
間
以
内
で
あ
る

と
き
は
、
現
実
問
題
と
し
て
割
増
賃
金

が
発
生
し
ま
せ
ん
。

通
常
の
月
給
制

（固
定
額
）
の
と
き

は
、
そ
の
金
額
を
１
カ
月
の
所
定
労
働

時
間

（月
に
よ
っ
て
変
動
す
る
場
合
は

時
間
×
１
・
２５
」
等
の
算
式
で
計
算
し

ま
す
。

一
方
、
歩
合
給
制
等
の
場
合
、
そ
の

金
額
を

「賃
金
算
定
期
間
の
総
労
働
時

間
」
で
除
し
て
基
礎
単
価
を
算
定
し
ま

す
（労
基
則
第
１９
条
６
号
）。
総
労
働
時

間
に
は
、
時
間
外
労
働
数
を
含
み
ま
す
。

・ 際  計 る
基 に 併 算 と 固
本 計 用 し き 定
給 算 性 た は 給
:し の 額

｀
と

17て 場 を そ 歩
万 み 合 合 れ 合
円 ま の 算 ぞ 給
し 割 し れ が
よ 増 ま 前 併

キ ‐み屋え君智
を  方 れ｀
 法 て
実  で い

出
来
高
制
で
も
割
増
必
要

複
雑
な
計
算
式
に
留
意
を

歩
合
給

・
出
来
高
給
は
、
実
力

・
実
績

主
義
賃
金
の
代
表
例
と
み
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
歩
合
給
制
等
で
あ
っ
て
も
、

残
業
が
発
生
す
れ
ば
、
そ
れ
に
見
合
う
割

増
賃
金
を
支
払
う
義
務
が
あ
り
、
そ
の
計

算
方
法
も
非
常
に
複
雑
で
す
。
歩
合
給
導

入
を
検
討
す
る
企
業
で
は
、
仕
組
み
を
し
っ

か
り
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
年
平
均
）
で
除
し
て
算
定
基
礎
単
価

を
算
出
し
ま
す

（労
基
則
第
１９
条
４
号
）。

割
増
賃
金
は
、
「単
価
×
時
間
外
労
働

つ
ま
り
、
歩
合
給
制
で
は
、
毎
月
の

歩
合
給
額
、
総
労
働
時
間
の
両
方
が
変

動
す
る
の
で
、
毎
月
、
単
価
を
計
算
し

な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
割
増
賃
金

は
、
「単
価
×
時
間
外
労
働
時
間
×
０
。

２５
」
等
の
算
式
で
計
算
し
ま
す
。

通
常
の
月
給
制
と
異
な
り
、
乗
率
は

１
．
２５
で
は
な
く
、
０
・
２５
を
用
い
ま

す
①
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「出
来
高

払
制
等
の
場
合
、
１
・
０
に
該
当
す
る

部
分
は
、
す
で
に
基
礎
と
な
っ
た
歩
合

給
等
の
中
に
合
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
」

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す

（労
基
法
コ
ン

■
“
“
“
≪
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≫
≫聯鵠
≪ぐ認

。
歩
合
給
…
１０
万
円

。
所
定
労
働
時
間

（平
均
）
…
１
７
０

時
間

・
総
労
働
時
間
…
２
０
０
時
間

固
定
部
分
の
時
間
外
単
価
は
１７
万
円

■
１
７
０
時
間
＝
１
０
０
０
円
。
３０
時

間
分
の
割
増
は
１
０
０
０
円
×
１
・
２５

×
３０
時
間
＝
３
万
７
５
０
０
円
に
な
り

ま
す
。

歩
合
部
分
の
単
価
は
１０
万
円
■
２
０
０

時
間
―１
５
０
０
円
。
３０
時
間
分
の
割
り

増
し
は
５
０
０
ｘ
Ｏ
ｏ
２５
×
３０
時
間
＝

３
７
５
０
円
で
す
。

歩
合
給
制
を
採
る
と
き
も
、
原
則
と

し
て
割
増
の
上
乗
せ
が
必
要
で
す
が
、

最
近
、
異
色
の
判
例
が
出
さ
れ
ま
し
た

（国
際
自
動
車
事
件
、
東
京
高
判
平
３０
．

２

●
１５
ｏ
最
高
裁
の
差
戻
し
審
）
。
タ

ク
シ
ー
会
社
で
、
時
間
外
が
長
い
ほ
ど

歩
合
給
が
減
る
仕
組
み

（歩
合
給
か
ら

割
増
分
を
控
除
）
が
採
ら
れ
て
い
た
事

件
で
、
労
基
法
に
反
し
な
い
と
い
う
判

断
が
下
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
判

旨
は
非
常
に
難
解
で
、　
一
般
企
業
が
軽
々

し
く
マ
ネ
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

，「ノ。

メ
ン
タ
ー
ル
）。


